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中小企業・小規模事業者は、持ち前の機動性を活かし我が国の産業構造転換に大きく貢献してきた。
既存の事業分野にとどまらず新たな事業機会を模索しており、新市場の開拓者として躍動している。
このような挑戦は、企業の成長につながるばかりではなく、経済の活性化にもつながる。今年度の
中小企業白書では既存事業とは異なる事業分野・業種への進出を図る新事業展開に着目し、効果や課
題、今後の新事業展開に対する意向について取り上げている。特集では、その概要を紹介する。

特集
｢中小企業白書」にみる

新事業展開への取り組み

新
事
業
展
開
を
実
施
し
た
企
業
の
特
徴

新
事
業
展
開
を
次
の
よ
う
に
定
義
・
分
類
す
る
。

〇
新
事
業
展
開
…

既
存
事
業
と
は
異
な
る
事
業
分
野
へ
の
進
出
を

図
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
事
業
転
換
と
多
角
化
に

分
か
れ
る
。

〇
事
業
転
換
…

過
去
一
〇
年
の
間
に
異
な
る
事
業
分
野
に
進
出

し
、
一
〇
年
前
と
比
較
し
て
主
力
事
業
が
変

わ
っ
た
場
合
を
い
う
。

〇
多
角
化
…

過
去
一
〇
年
の
間
に
異
な
る
事
業
分
野
に
進
出

し
、
事
業
転
換
以
外
の
場
合
を
い
う
。

図
表
①
は
新
事
業
展
開
実
施
の
有
無
別
に
、
企

業
の
従
業
員
規
模
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

事
業
転
換
し
た
企
業
は
、新
事
業
展
開
を
実
施
・

検
討
し
た
こ
と
が
な
い
企
業
と
比
較
し
て
従
業
員

規
模
に
大
き
な
違
い
は
な
い
。
し
か
し
、
多
角
化

し
た
企
業
は
、
従
業
員
一
〇
〇
人
超
の
企
業
が
四

割
と
な
る
な
ど
、
従
業
員
規
模
が
大
き
な
企
業
が

占
め
て
い
る
割
合
が
高
い
。調
査
結
果
を
見
る
と
、

従
業
員
規
模
が
小
さ
な
企
業
ほ
ど
、
新
事
業
に
自

社
の
経
営
資
源
を
集
中
し
、
機
動
的
に
主
力
事
業

を
転
換
さ
せ
て
い
る
一
方
、
従
業
員
規
模
が
大
き

な
企
業
ほ
ど
、
主
力
事
業
を
維
持
し
な
が
ら
新
事

業
に
進
出
し
、
事
業
分
野
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
傾

向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

新
事
業
展
開
を
実
施
し
た
企
業
と
、
実
施
・
検

討
し
た
こ
と
が
な
い
企
業
の
売
上
・
利
益
・
雇
用

見
通
し
を
示
す
。

（
図
表
②-

1　

②-

2　

②-

3
）

各
見
通
し
共
に
増
加
傾
向
の
割
合
が
最
も
高
い

の
が
事
業
転
換
し
た
企
業
、
次
い
で
多
角
化
し
た

企
業
で
あ
り
、
新
事
業
展
開
を
実
施
・
検
討
し
た

こ
と
が
な
い
企
業
の
割
合
を
上
回
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
業
績
見
通
し
の
違
い
を
踏
ま
え
る

と
、
事
業
の
再
生
や
成
長
の
観
点
か
ら
、
新
事
業

展
開
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

⎧
｜
｜
｜
⎨
｜
｜
｜
⎩

31.0  

19.7  

31.0  

26.3  

23.5  

31.0  

31.0  

19.7  

20人以下 21～51人

31.0  

26.3  

23.5  

31.0  

15.2  

19.6  

14.3  

27.5  

37.2  

23.6  

0% 100% 

新事業展開を実施・
検討したことがない企業

（n＝1,704）

多角化した企業
（n＝634）

事業転換した企業
（n＝203）新

事
業
展
開

51～100人 100人超

図表① 新事業展開実施有無別の企業の従業員規模

資料提供：中小企業庁
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新
事
業
展
開
に
お
け
る
事
業
分
野
の

選
択
理
由
と
効
果

新
事
業
展
開
に
お
け
る
事
業
分
野
の
選
択
理
由

や
効
果
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

企
業
が
新
事
業
の
事
業
分
野
を
選
択
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
点
を
重
視
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
（
図
表
③
）。

新
事
業
展
開
で
成
果
を
上
げ
た
企
業
に
つ
い

て
、
新
事
業
の
事
業
分
野
の
選
択
理
由
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、「
自
社
の
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
せ
る
」

が
最
も
高
い
割
合
を
占
め
、次
い
で
「
自
社
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
ル
ー
ト
が
活
か
せ
る
」
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
自
社
の
持
つ
技
術
力
や
流
通
チ
ャ

ネ
ル
な
ど
の
既
存
の
経
営
資
源
を
活
用
で
き
る
分

野
を
模
索
し
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

で
は
実
際
に
自
社
の
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

せ
る
事
業
分
野
と
は
ど
の
よ
う
な
分
野
で
あ
ろ
う

か
。
進
出
先
事
業
分
野
を
見
て
い
く
（
図
表
④
）。

最
も
進
出
先
が
多
か
っ
た
事
業
分
野
は
「
環
境

保
全
・
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
」
で
あ
り
、
次
に
「
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
」、「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
」
と

続
く
。
一
方
、
今
後
新
事
業
展
開
を
実
施
又
は
検

討
す
る
予
定
の
企
業
に
、
今
後
関
心
の
あ
る
新
事

業
分
野
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
」
や
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
」
と
回
答
す
る
企

業
が
約
三
割
と
な
り
、
将
来
に
お
い
て
も
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
事
業
へ
の
関
心
が
高
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、「
農
林
漁
業
関
連
」
も
約
二
割
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
、
六
次
産
業
化
の
一
層
の
進
展
が

期
待
さ
れ
る
。

18.3 

32.4 

42.6 

47.4 

39.7 

37.1 

18.3 

32.4 

42.6 

47.4 

39.7 

37.1 

34.3 

27.9 

20.3 

0% 100% 

新事業展開を実施・
検討したことが

ない企業
（n＝1,684）

多角化した
企業

（n＝635）

事業転換
した企業

（n＝202）

経
常
利
益（
３
年
後
の
見
通
し
）

増加傾向 横ばい 減少傾向

20.2

35.2

48.8

47.8

38.4

32.3

20.2

35.2

48.8

47.8

38.4

32.3

32.0

26.4

18.9

0% 100% 

新事業展開を実施・
検討したことが

ない企業
（n＝1,690）

多角化した
企業

（n＝633）

事業転換
した企業

（n＝201） 増加傾向 横ばい 減少傾向

売
上
高（
３
年
後
の
見
通
し
）

15.1  

25.6  

40.1  

15.1  

25.6  

40.1  

増加傾向 横ばい 減少傾向

60.7  

51.4  

42.1  

60.7  

51.4  

42.1  

24.2  

23.0  

17.8  

0% 100% 

新事業展開を実施・
検討したことが

ない企業
（n＝1,694）

多角化した
企業

（n＝636）

事業転換
した企業

（n＝202）

常
用
雇
用
者（
３
年
後
の
見
通
し
）

13.9  

13.9  

18.2  

19.3  

19.5  

35.0  

66.4  

0 20 40 60 80 100
（％）

n＝446
新製品・サービスの

開発費用が比較的少ない

親会社や取引先からの要請があった

競争が激しいが、
市場として高成長している

社会的課題の解決につながる

新しい市場であり、
先行参入するメリットがある

自社製品・サービスの
提供ルートを活かせる

自社の技術・ノウハウを活かせる

図表②-2  新事業展開実施の業績見通し 図表②-1 新事業展開実施有無別の業績見通し

図表②-3 新事業展開実施有無別の業績見通し

図表③ 新事業展開で成果を上げた企業の事業分野の
　　　 選択理由（複数回答）
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新
事
業
展
開
を
実
施
し
た
企
業
は
、
ど
の
よ
う

な
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

図
表
⑤
を
見
て
み
る
と
、「
企
業
の
P
R
・
知

名
度
の
向
上
」、「
企
業
の
信
用
力
向
上
」、「
企
業

の
将
来
性
・
成
長
性
」
な
ど
の
項
目
で
「
良
い
影

響
が
あ
っ
た
」と
回
答
す
る
割
合
が
高
い
。
他
方
、

「
企
業
利
益
の
増
加
」
や
「
企
業
利
益
の
安
定
化
」

に
つ
い
て
は
、
悪
い
影
響
が
あ
っ
た
と
回
答
す
る

企
業
も
一
定
程
度
存
在
し
て
い
る
。
新
事
業
展
開

は
、
企
業
収
益
へ
の
短
期
的
効
果
よ
り
も
、
企
業

の
積
極
的
な
事
業
展
開
が
、
企
業
の
知
名
度
や
信

用
力
の
向
上
を
通
じ
て
、
経
営
基
盤
に
好
影
響
を

与
え
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

新
事
業
展
開
の
課
題

新
事
業
展
開
を
行
う
過
程
で
は
様
々
な
課
題
に

直
面
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
新
事
業
展
開
を

実
施
し
た
企
業
が
直
面
し
た
課
題
に
つ
い
て
見
て

い
く
（
図
表
⑥
）。

小
規
模
事
業
者
で
は「
自
己
資
金
が
不
足
」、「
資

金
調
達
が
困
難
」
の
よ
う
に
資
金
面
の
課
題
を
挙

げ
る
事
業
者
が
中
規
模
企
業
よ
り
も
多
い
。
対
し

て
中
規
模
企
業
で
は
「
新
事
業
を
担
う
人
材
の
確

保
が
困
難
」、「
新
事
業
経
営
に
関
す
る
知
識
・
ノ

ウ
ハ
ウ
の
不
足
」
と
回
答
す
る
企
業
が
小
規
模
事

業
者
よ
り
も
多
い
。
ま
た
、「
販
売
先
の
開
拓
・

確
保
が
困
難
」
は
、
企
業
規
模
に
関
わ
ら
ず
多
く

の
企
業
が
挙
げ
て
お
り
、
共
通
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

今
度
は
業
種
別
に
新
事
業
展
開
に
際
し
て
直
面

し
た
課
題
を
見
て
い
く
（
図
表
⑦
）。

「
新
事
業
を
担
う
人
材
の
確
保
が
困
難
」、「
販

売
先
の
開
拓
・
確
保
が
困
難
」、「
新
事
業
経
営
に

関
す
る
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足
」
が
全
て
の
業

種
に
お
い
て
上
位
を
占
め
て
お
り
、
共
通
の
課
題

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
慣
れ
な
い
分
野
に
進
出

23.7

19.6 

15.7 15.3 14.1 

10.7 9.4 9.2 
6.3 5.4 4.1

26.5 26.0
28.3

13.0  13.0  

16.0
13.4 12.7

10.2 10.8
8.6

3.6

0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 
（％）

新事業の関連分野（n＝759）
今後、関心のある新事業分野（n＝732）

環
境
保
全
・

リ
サ
イ
ク
ル
関
連 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連 

Ｉ
Ｔ
関
連 

農
林
漁
業
関
連

医
薬
品
、

医
療
用
機
器

医
療
・
介
護
周
辺

サ
ー
ビ
ス 

余
暇
・
観
光
関
連

そ
の
他

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連 

リ
ハ
ビ
リ
・

介
護
関
連
機
器 

コ
ン
テ
ン
ツ
関
連

77.7

66.4

40.4

50.0

31.3

46.4

42.0

34.0

37.2

34.5

20.3

29.3

43.9

45.8

51.0

51.8

53.3

60.7

60.7

64.7

77.7

66.4

40.4

50.0

31.3

46.4

42.0

34.0

37.2

34.5

20.3

29.3

43.9

45.8

51.0

51.8

53.3

60.7

60.7

64.7

2.0

4.3

15.7

4.2

17.7

1.8

4.7

5.3

2.1

0.8

0% 100% 

下請企業からの脱却（n＝710）

優秀な人材の確保（n＝771）

企業利益の安定化（n＝779）

雇用の増加（n＝778）

企業利益の増加（n＝779）

技術力や製品開発力の向上（n＝769）

従業員の意欲向上や能力向上（n＝779）

企業の将来性・成長性（n＝779）

企業の信用力向上（n＝774）

企業のPR・知名度の向上（n＝773）
良い影響があった どちらともいえない

悪い影響があった

32.2 36.5

19.1  

33.0 14.8

23.5 14.8  
10.4 9.6

7.0 6.1

8.7 1.7  
7.0  

42.1
34.5

34.8  

14.9  

25.4

10.1
16.6  

13.1
8.2 6.5 6.9

3.9  2.3  
8.0  

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0
（％）

新
事
業
を
担
う

人
材
の
確
保
が
困
難 

販
売
先
の
開
拓
・

確
保
が
困
難 

新
事
業
経
営
に
関
す
る

知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足 

自
己
資
金
が
不
足 

製
品
開
発
力
、

商
品
企
画
力
が
不
足 

資
金
調
達
が
困
難 

情
報
収
集
力
が
不
足 

有
望
な
事
業
の

見
極
め
が
困
難 

新
事
業
分
野
の
参
入
障
壁 

業
務
提
携
先
の

確
保
が
困
難

安
定
的
な
仕
入
先
の

確
保
が
困
難

既
存
事
業
の
経
営
が

お
ろ
そ
か
に
な
る

そ
の
他

特
に
課
題
は
な
い

小規模事業者 

中規模企業 

図表④ 新事業の関連分野（複数回答）

図表⑤ 新事業展開を実施したことによる効果

図表⑥ 規模別の新事業展開に際して直面した課題（複数回答）
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困
難
」、「
情
報
収
集
力
が
不
足
」、「
業
務
提
携
先

の
確
保
が
困
難
」
と
回
答
す
る
割
合
が
多
く
な
っ

て
い
る
（
図
表
⑧
）。

企
業
連
携
の
取
り
組
み

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
単
独
で
は
新
事

業
展
開
を
行
う
の
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
。
こ
う

し
た
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
は
事
業
者
同
士
が

互
い
に
連
携
し
、
不
足
し
て
い
る
経
営
資
源
な
ど

を
補
完
す
る
取
り
組
み
も
一
つ
の
方
法
と
し
て
考

す
る
新
事
業
展
開
を
実
施
す
る
際
に
は
、
専
門
性

を
持
っ
た
人
材
確
保
や
事
業
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
獲

得
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
新
事
業
展
開
の
際
の
課
題
を
製
造
業
に

限
定
し
て
下
請
比
率
別
に
見
る
と
、
下
請
比
率
が

高
い
企
業
の
方
が
、「
販
売
先
の
開
拓
・
確
保
が

え
ら
れ
る
（
図
表
⑨
）。

実
際
に
企
業
連
携
を
行
っ
て
い
る
企
業
が
回
答

し
た
連
携
の
目
的
を
見
て
み
る
と
、「
既
存
事
業

の
取
引
先
の
拡
大
」
が
最
も
多
く
、
次
に
「
新
た

な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
販
売
」
が
続
く
。

ま
た
、
企
業
連
携
の
成
果
が
あ
っ
た
企
業
に
対

し
て
、
そ
の
成
果
の
内
容
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
既

存
事
業
の
取
引
先
の
拡
大
」
や
「
新
た
な
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
販
売
」
の
割
合
が
四
割
を
超

え
、
大
き
な
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
こ
う
し
た
企
業
連
携
の
取
り
組
み
は
新
事
業

展
開
に
お
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
既
存
事
業
に
お

い
て
も
有
効
と
言
え
よ
う
。

38.0  
35.4  35.0  

32.1  

19.8  

16.0
15.2  12.2  

9.3

5.1 4.6 2.1 1.3

8.0  

44.6  

37.4  
31.7  33.8  
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25.2
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7.2 4.3 5.8
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30.0
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販
売
先
の
開
拓
・

確
保
が
困
難

新
事
業
を
担
う

人
材
の
確
保
が
困
難 

新
事
業
経
営
に
関
す
る

知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足 

製
品
開
発
力
、

商
品
企
画
力
が
不
足 

自
己
資
金
が
不
足 

情
報
収
集
力
が
不
足

有
望
な
事
業
の

見
極
め
が
困
難

資
金
調
達
が
困
難

新
事
業
分
野
の
参
入
障
壁

安
定
的
な
仕
入
先
の

確
保
が
困
難

業
務
提
携
先
の
確
保
が
困
難

既
存
事
業
の
経
営
が

お
ろ
そ
か
に
な
る

そ
の
他

特
に
課
題
は
な
い

下請比率25%未満の企業
下請比率25%以上の企業

図表⑦ 業種別の新事業展開に際して直面した課題（複数回答）

図表⑧ 下請比率別の新事業展開に際して直面した課題（複数回答）

1 2 3 4 5

建設業
（n＝86）

新事業を担う人材の
確保が困難（40.7%）

販売先の開拓・確保
が困難（36.0%）

新事業経営に関する
知識・ノウハウの不
足（27.9%）

自己資金が不足
（17.4%）

有望な事業の見極め
が困難（15.1%）

製造業
（n＝382）

販売先の開拓・確保
が困難（40.3%）

新事業を担う人材の
確保が困難（36.6%）

新事業経営に関する
知識・ノウハウの不
足（34.0%）

製品開発力、商品企
画力が不足（33.2%）

自己資金が不足
（20.2%）

運輸業
（n＝46）

新事業を担う人材の
確保が困難（65.2%）

新事業経営に関する
知識・ノウハウの不
足（21.7%）

自己資金が不足
（19.6%）

業務提携先の確保が
困難（13.0%）

販売先の開拓・確保
が困難（13.0%）

卸売業
（n＝120）

新事業を担う人材の
確保が困難（43.3%）

新事業経営に関する
知識・ノウハウの不
足（36.7%）

販売先の開拓・確保
が困難（32.5%）

製品開発力、商品企
画力が不足（24.2%）

自己資金が不足
（15.8%）

小売業
（n＝60）

新事業を担う人材の
確保が困難（40.0%）

新事業経営に関する
知識・ノウハウの不
足（28.3%）

販売先の開拓・確保
が困難（25.0%）

自己資金が不足
（16.7%）

資金調達が困難
（16.7%）

サービス
業等

（n＝131）
新事業を担う人材の
確保が困難（42.0%）

新事業経営に関する
知識・ノウハウの不
足（33.6%）

販売先の開拓・確保
が困難（32.1%）

情報収集力が不足
（20.6%）

製品開発力、商品企
画力が不足（19.8%）

47.4  

45.4  

32.7  29.5  
21.3

16.6  
11.8

1.8 3.4

49.7  
44.5  

36.8  
29.5 18.7  

23.0

8.2
2.3 2.4

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0
（％）

 

既
存
事
業
の

取
引
先
の
拡
大 

新
た
な
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
販
売 

技
術
力
、
コ
ス
ト

競
争
力
の
強
化

既
存
事
業
の
顧
客

ニ
ー
ズ
の
変
化
へ
の
対
応

取
引
先
の
要
請
へ
の

対
応

既
存
の
取
引
先
へ
の

交
渉
力
向
上

海
外
展
開

業
種
転
換

そ
の
他

企業連携の目的
企業連携による成果

図表⑨ 企業連携の目的とその成果（複数回答）
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分
か
る
。
新
事
業
展
開
を
実
施
し
た
企
業
は
、
事

業
の
再
生
や
成
長
の
機
会
を
勝
ち
取
っ
て
、
事
業

環
境
を
好
転
さ
せ
、
更
な
る
成
長
の
機
会
を
求
め

て
、
今
後
の
新
事
業
展
開
に
も
積
極
的
な
意
向
を

示
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
を
踏
ま
え
る
と
、
今
後
、
新

事
業
展
開
を
実
施
す
る
企
業
は
固
定
化
し
て
い
く

事
が
懸
念
さ
れ
る
。
新
事
業
展
開
に
消
極
的
な
意

向
を
示
し
て
い
る
要
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の

背
景
に
存
在
す
る
障
害
に
つ
い
て
見
て
い
く
（
図

表
⑪
）。

今
後
の
新
事
業
展
開
に
対
す
る
意
向

新
事
業
展
開
実
施
の
有
無
別
に
、
今
後
の
新
事

業
展
開
の
意
向
を
示
し
た
（
図
表
⑩
）。

事
業
転
換
や
多
角
化
を
実
施
し
て
き
た
企
業
で

は
、
約
六
割
の
企
業
が
、
今
後
の
新
事
業
展
開
に

つ
い
て
積
極
的
な
意
向
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
新

事
業
展
開
を
実
施
・
検
討
し
た
こ
と
が
な
い
企
業

で
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
今
後
の
新
事
業
展
開
に

つ
い
て
、
消
極
的
な
意
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
が

新
事
業
展
開
を
実
施
・
検
討
す
る
予
定
が
な
い

企
業
に
対
し
て
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
も
の
と
、
新

事
業
展
開
を
実
施
し
た
企
業
が
実
際
に
直
面
し
た

課
題
を
比
較
し
た
。

新
事
業
展
開
を
実
施
・
検
討
す
る
予
定
が
な
い

企
業
は
、「
有
望
な
事
業
の
見
極
め
が
困
難
」、「
既

存
事
業
の
経
営
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
」の
よ
う
に
、

情
報
収
集
・
分
析
不
足
が
原
因
で
、
最
適
な
事
業

分
野
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
、ま
た
、

既
存
事
業
へ
の
悪
影
響
を
懸
念
し
て
、
新
事
業
展

開
に
踏
み
切
れ
て
い
な
い
現
状
が
う
か
が
え
る
。

一
方
、
新
事
業
展
開
を
実
施
し
た
企
業
が
実
際

に
直
面
し
た
課
題
を
見
る
と
、
同
項
目
を
選
択
し

て
い
る
割
合
は
低
く
、
新
事
業
展
開
を
実
施
し
た

企
業
は
、
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
し
て
き
た
こ
と

が
推
察
さ
れ
る
。

新
事
業
展
開
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
も
の
の
、

実
施
を
躊
躇
し
て
い
る
企
業
に
つ
い
て
は
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
取
組
が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

新
事
業
展
開
を
実
施
し
、
成
果
を
上
げ
た
企
業

が
、
事
前
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
見
る
と
、「
自

社
の
強
み
の
分
析
・
他
社
研
究
」
や
「
既
存
の
市

場
調
査
結
果
の
収
集
・
分
析
」の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
る
（
図
表
⑫
）。

自
社
の
事
業
内
容
を
改
め
て
検
証
し
、
他
社
と

差
別
化
で
き
る
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
等
を
明
確
に
す

る
こ
と
で
、
自
社
に
と
っ
て
最
適
な
事
業
分
野
の

見
極
め
が
可
能
と
な
り
、
既
存
事
業
と
の
相
乗
効

果
も
生
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
事
前
準
備

の
実
施
割
合
は
新
事
業
展
開
で
成
果
を
上
げ
た
企

業
と
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
企
業
で
、
大
き
な
違
い

42.8  

35.8

32.2  
28.6  

19.5  
18.8  

17.2  

14.2  

13.7

4.8 4.2  3.4
6.3

15.1

7.9
12.7  

4.6  

40.7  

32.6  

23.9  

17.5  

34.8

12.0

16.4

6.5  6.8 8.4

2.2  
0
5

10
15
20
25
30
35
40
45
（％）

有
望
な
事
業
の
見
極
め
が
困
難

既
存
事
業
の
経
営
が

お
ろ
そ
か
に
な
る

新
事
業
を
担
う

人
材
の
確
保
が
困
難

新
事
業
経
営
に
関
す
る

知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足

製
品
開
発
力
、
商
品

企
画
力
が
不
足

自
己
資
金
が
不
足

販
売
先
の
開
拓
・

確
保
が
困
難

資
金
調
達
が
困
難

情
報
収
集
力
が
不
足

業
務
提
携
先
の
確
保
が
困
難

安
定
的
な
仕
入
先
の
確
保
が
困
難

新
事
業
分
野
へ
の
参
入
障
壁

そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

特
に
課
題
は
な
い

実施・検討する予定がない理由 

新事業展開に際して直面した課題 

⎧
｜
｜
｜
⎨
｜
｜
｜
⎩

新
事
業
展
開

10 

57.2 

62.9 

90 

42.8 

37.1 

10 

57.2 

62.9 

90 

42.8 

37.1 

0％ 100％

多角化した企業
（n＝636）

事業転換した企業
（n＝202）

新事業展開を実施・検討する
予定がある

新事業展開を実施・
検討する予定がない

新事業展開を実施・
検討したことがない企業

（n＝1,717）

図表⑪ 新事業展開を実施・検討する予定がない理由と
　　　 実施企業が直面した課題の比較（複数回答）

図表⑩ 新事業展開実施有無別の今後の新事業展開の意向
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新
事
業
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
場
合

の
中
止
・
撤
退

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
既
存
事
業
の
枠

を
越
え
、
新
事
業
展
開
に
挑
戦
す
る
こ
と
は
、
企

業
自
身
の
成
長
に
つ
な
が
り
重
要
で
あ
る
が
、
新

事
業
展
開
へ
の
挑
戦
は
、
予
期
せ
ぬ
事
態
等
に
よ

り
、
失
敗
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

過
去
一
〇
年
の
間
に
新
事
業
展
開
を
実
施
又
は

検
討
し
た
企
業
の
う
ち
、
約
半
数
が
失
敗
を
経
験

し
て
い
る
。
ま
た
、
失
敗
経
験
が
あ
る
企
業
に
つ

い
て
、
損
失
の
程
度
を
見
る
と
、「
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
」
が
約
二
割
と
な
っ
て
お
り
、
失
敗
を
経

験
し
た
企
業
の
大
半
は
、
何
ら
か
の
損
失
を
被
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
図
表
⑬
）。

ま
た
、
損
失
の
有
無
別
に
新
事
業
を
中
止
・
撤

退
し
た
時
期
を
見
る
と
、
損
失
が
軽
微
な
企
業
ほ

が
見
て
取
れ
、
新
事
業
展
開
に
お
け
る
最
終
的
な

成
果
を
左
右
す
る
要
素
に
も
な
っ
て
い
る
。

様
々
な
要
因
か
ら
新
事
業
展
開
の
実
施
を
躊
躇

し
て
い
る
企
業
に
と
っ
て
、
ま
ず
は
、
現
在
の
主

力
事
業
の
見
通
し
を
含
め
た
自
社
の
事
業
内
容
の

検
証
や
、
情
報
収
集
に
努
め
る
な
ど
の
取
組
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
取
組
に
よ
っ
て
、
新
事
業
展
開
を
実

施
す
る
た
め
の
障
害
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る

ば
か
り
で
な
く
、
新
事
業
展
開
を
成
功
さ
せ
る
近

道
に
も
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ど
、
早
い
段
階
で
新
事
業
の
中
止
・
撤
退
を
決
断

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
図
表
⑭
）。

新
事
業
か
ら
中
止
・
撤
退
し
た
理
由
で
は
、「
期

待
し
た
ほ
ど
の
市
場
性
・
成
長
性
が
な
い
と
判
断

し
た
」
と
い
う
回
答
が
最
も
多
か
っ
た
こ
と
を
鑑

み
る
と
、
新
事
業
展
開
を
実
施
す
る
際
に
は
、
進

出
す
る
市
場
の
成
長
性
等
に
つ
い
て
丁
寧
に
情
報

収
集
し
、
失
敗
し
た
場
合
の
対
応
ま
で
含
め
て
入

念
に
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
常
に

新
事
業
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
中
止
・
撤
退

の
判
断
を
迅
速
に
行
う
こ
と
が
重
要
と
い
え
よ
う

（
図
表
⑮
）。

9.7  

3.2  

9.0  

20.7  

23.4  

28.6  

34.7  

44.8  

18.0  

2.5  

11.8  

19.3  

23.9  

25.2  

29.5  

23.6  

0  10  20  30  40  50  （％）

特に事前に取り組んだことはない

その他

テスト・マーケティング

経営者ネットワークからの情報収集

独自の市場調査（外部委託を含む）

支援機関等への相談や情報収集

既存の市場調査結果の収集・分析

自社の強みの分析・他社研究

新事業展開で成果を上げら
れなかった企業（n＝322）

新事業展開で成果を
上げた企業（n＝444）

図表⑫ 新事業展開に際して、事前に取り組んだこと（複数回答）

うまくいかなかった
新事業がある

 49.6%

うまくいかなかった
新事業はない

50.4%

うまくいかなかった
新事業がある

 49.6%

n＝1,281

うまくいかなかった
新事業はない

50.4%

図表⑬ うまくいかなかった新事業の有無
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企画
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12.7  

8.3  

27.7  

22.8  

6.8  

28.8  

20.5  

12.8  

13.0  

5.9  

9.0  

19.2  

20.8  

18.8  

0%  100%  

少し損失があった
（n＝307）

損失は
ほとんどなかった

（n＝133）

かなり損失があった
又は企業の存続に関
わるほどの損失があ
った（n＝177）  

事業立ち上げ
準備段階

販売開始後
1年未満

販売開始後
3～4年目

販売開始後
1～2年目
販売開始後
1～2年目

販売開始後
5年目以降

まだ中止・撤退は
決めていない
まだ中止・撤退は
決めていない

図表⑭ 新事業の中止・撤退の時期と損失の程度
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こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
新
事
業
展
開
を

行
う
こ
と
は
短
期
的
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
よ
り

も
、
新
事
業
展
開
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
企
業

の
経
営
基
盤
を
強
化
さ
せ
、
中
長
期
的
な
成
長
を

促
す
こ
と
へ
結
び
つ
く
こ
と
が
多
い
。

事
前
に
対
象
と
な
る
市
場
や
自
社
の
調
査
・
分

析
を
行
う
な
ど
情
報
を
収
集
し
て
お
く
こ
と
が
成

功
へ
の
近
道
と
な
り
得
る
。
ま
た
、
新
事
業
展
開

が
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
撤

退
す
る
基
準
も
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
上
で
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

新
た
な
取
り
組
み
を
行
う
際
に
は
次
ペ
ー
ジ
に

も
あ
る
よ
う
に
、
目
標
の
一
つ
と
し
て
経
営
革
新

の
承
認
を
得
る
こ
と
も
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

50.6
42.1

25.1 22.9 20.6
10.5 9.7 8.5 7.3 3.8 3.6 7.1

0

10

20

（n＝494）

30

40

50

60
（％）

期
待
し
た
ほ
ど
の
市
場
性
・

成
長
性
が
な
い
と
判
明
し
た 

販
路
開
拓
が
困
難
だ
っ
た

人
材
の
育
成
・
確
保
が
困
難
だ
っ
た 

技
術
力
が
不
足 

既
存
事
業
に
注
力
す
る
た
め 

関
連
情
報
の
入
手
が
困
難
だ
っ
た 

業
務
提
携
先
の
確
保
が
困
難
だ
っ
た 

資
金
調
達
が
困
難
だ
っ
た 

事
業
計
画
の
策
定
が
困
難
だ
っ
た 

別
の
事
業
へ
乗
り
換
え
た
た
め 

許
認
可
等
の
手
続
き
が
障
害
と
な
っ
た 

そ
の
他

図表⑮ 新事業から中止・撤退した理由（複数回答）

人工木材を高精度に削り、自動車や船舶等の模型の製作
を手掛ける企業である。同社の緑川賢司社長は、本業に取
り組む傍ら、全国の製造業者が独自の喧嘩ゴマで技術力や
構想力を競う、全日本製造業コマ大戦を主催している。
同大会は、内向きがちな製造業を活気づけようと、緑川

社長が2011年から構想を始め、SNS等で全国の製造業者
に参加を呼び掛けたのがきっかけである。こうした呼び掛
けに賛同した企業や企業グループを中心に、2012年に開
催された第1回全国大会には22チーム、2013年の第2回
全国大会には約200チームが参加する規模となった。　
参加企業は、従業員一丸となって技術開発に取り組み、

創意工夫してその条件を満たすコマを作り上げていく。そ
の結果、企業内のモチベーションの向上や、ベテランから
若手への技術承継にもつながったという声も多い。さら
に、複数の企業でチームを組んでコマを開発し出場する
ケースもあり、企業間の連携が深まるとともに、新しいア
イデアや技術開発の誕生に寄与している。また、メディア
にも大きく取り上げられたことで、コマの販売等を通じ
た、新たな販路の確立にも貢献している。緑川社長は、「コ
マという遊びの要素を加えたことによって、みんなが生き
生きと頑張っている。こうした取組をきっかけに、製造業
同士の輪が広がっていけば、日本の製造業は必ず活気を取
り戻す」と語る。

全日本製造業コマ大会を主催し、
製造業の活性化に取り組む企業
■ 株式会社ミナロ（神奈川県横浜市）
■ 従業員13名、資本金1,000万円

三重県四日市市の試作サポーター四日市は、四日市機械器
具工業協同組合に所属する中小企業・小規模事業者16社が共
同で立ち上げたグループである。所属企業は、工作機械や半導
体関連の部品加工等、様々な業種の下請企業である。各社で
培ってきた技術・ノウハウを活かしつつ、「単独ではできない
新たなことができれば」という思いで2009年に活動を開始
し、2011年にはグループ活動のための法人を設立している。
同グループでは、試行錯誤を重ねつつ活動内容を見直し、現

在は、「自分たちにしかできないものを作る」という考え方に
基づいてターゲットを絞り、IH加熱技術を活用した試作や新
製品の開発を中心に活動し、2012年末現在、約50件の受注を
獲得している。
また、地域に根ざした信頼関係のもと、互いの技術・ノウハ

ウを共有しながら活動することによって、グループとしての
強みを発揮するとともに、自社以外の会員企業の技術等を自
らの事業に活かすことができるようにしている。その結果、各
社が既存顧客へも幅広い提案ができるようになっている。
さらに、全国の企業グループのネットワーク「monozukuli

nk.net（モノヅクリンクネット）」を各地の企業グループと共同
で2011年に設立。企業グループ同士で交流することで、更に幅
広い情報を交換し、事業展開の可能性拡大につなげている。
今後は、IH加熱技術を活用した事業を米国で展開するなど、

事業拡大に取り組んでいく方針である。

地域で連携して新たな事業を
展開した下請企業グループ
■ 三重県四日市市

新事業展開への取り組み事例
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経営革新を実現してみませんか
・ 企業だけでなく組合も取り組める！
・ 自社の現状や課題を見極めたい！
・ 自社の経営の向上を図りたい！

中小企業の新事業展開を強力にバックアップ

静岡県中小企業団体中央会は、経営革新計画の作成を支援しています。

・ 企業だけでなく組合も取り組める！
・ 自社の現状や課題を見極めたい！
・ 自社の経営の向上を図りたい！

中小企業者が、“新しい商品の開発” や “新しいサービス事業を行う” など今までとは少し違う「新たな取り組み」
を行うことで、経営の向上を図ることです。

 • 経営革新計画は、企業が作成する３～５年間のビジネスプランです。
 • 経営を向上させる「新たな取り組み」を、具体的な数値目標を持った計画にしたものです。
　〈例〉付加価値額（営業利益＋人件費＋減価償却費）を３年間で９％以上、５年間で 15％以上向上させる

①新商品の開発・生産 ②新サービスの開発・提供
③商品の新たな生産・販売の方法の導入 ④サービスの新たな提供の方法の導入その他新たな事業活動
となっておりますが、要するに個々の中小企業にとって「新たな取り組み」であれば、承認の対象となります。ただし、
既に他社が同じ取り組みをしている場合は、対象にならないこともあります。詳しくは、お問合せ下さい。

●融資面・保証面での優遇措置
 • 信用保証協会の信用保証の特例（普通保証等の別枠設定や新事業開拓保証の限度額引き上げ）の利用
 • 政府系金融機関による低利融資制度の利用（特別利率の適用や担保・保証人の特例）
 • 静岡県による低利融資制度の利用
 • 小規模企業者等設備導入資金助成法の特例（従業員 50 人以下の企業に対する設備資金貸付制度）の利用
 • 高度化融資制度の利用
●税務面の優遇措置
 • 設備投資減税（特別償却制度と税額控除制度）
●補助金等の支援措置
 • 地域産業総合支援事業費補助金（新商品開発、販路開拓の経費の一部を補助）の利用
　その他、特許関係料金減免制度や首都圏への販路開拓コーディネート事業、中小企業総合展出展支援等、経営革
新承認企業の計画達成に向け、各企業に応じた支援が受けられます。

静岡事務所　静岡市葵区追手町44-1 TEL 054-254-1511
東部事務所　沼津市八幡町7-1 TEL 055-963-4511
西部事務所　浜松市中区中央一丁目17-19 TEL 053-453-2195

お問合せは中央会まで
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クローズ
アップ

インタビューインタビューインタビュー
静岡労働局からのお知らせ

平成24年の業務上災害による死亡者35人中2人が熱中症

熱中症関連情報（厚生労働省HP）パンフレット、リーフレットもダウンロードできます！
http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/
※お問い合わせ先：静岡労働局 労働基準部 健康安全課　TEL：054－254－6314
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C
lose-up INTER

V
I 

 E
W

クローズ
アップ

インタビューインタビューインタビュー

農
畜
産
業
経
営
の
プ
ロ
―
。

平
成
七
年
よ
り
、
鶏
肉
や
鶏
卵
の
生

産
販
売
事
業
を
行
う
株
式
会
社
青
木
養
鶏
場

の
代
表
取
締
役
社
長
を
務
め
る
。

「
当
社
で
は
、
エ
サ
、
衛
生
状
況
や
飼
育

環
境
に
配
慮
し
て
育
て
て
い
ま
す
。
品
質
基

準
に
合
わ
な
い
も
の
は
提
供
し
な
い
。
そ
こ

は
妥
協
し
ま
せ
ん
」。
そ
の
姿
勢
が
、
安
定
し

て
高
品
質
な
商
品
を
提
供
で
き
る
会
社
と
の

評
価
を
得
て
、「
社
内
に
営
業
マ
ン
は
い
ま

せ
ん
」
と
語
る
よ
う
に
、
口
コ
ミ
で
高
級
レ

ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ
ル
に
取
引
先
が
広
が
る
。

三
年
前
か
ら
富
士
の
国
農
家
直
売
研
究
会

と
し
て
東
名
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

で
物
販
会
を
実
施
し
て
い
た
が
、
信
用
力
の

向
上
、
取
引
先
の
拡
大
を
目
指
し
法
人
化
を

決
意
。
平
成
二
四
年
四
月
、
同
研
究
会
の
有

志
二
〇
名
に
よ
り
組
合
を
設
立
し
、
初
代
理

事
長
に
就
任
し
た
。

「
静
岡
県
農
業
経
営
士
会
や
静
岡
県
農
業

法
人
協
会
の
会
員
の
中
か
ら
、
生
産
し
た
農

畜
産
物
に
自
信
が
あ
り
直
販
に
興
味
の
あ
る

人
を
集
め
た
組
合
で
す
」。

名
称
を
『
農
匠
（
の
う
し
ょ
う
）
マ
ー

ケ
ッ
ト
』
と
し
、
清
水
や
浜
松
な
ど
県
内
各

地
の
新
旧
東
名
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
で
、
週
末
に
物
販
会
な
ど
の
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。

取
扱
品
目
は
、
伊
豆
の
わ
さ
び
や
ト
マ
ト
、

富
士
宮
の
乳
製
品
や
鶏
肉
、
浜
松
の
豚
肉
や

ア
ロ
エ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
県
内
各
地
の

組
合
員
が
生
産
し
た
食
材
な
ど
多
岐
に
渡
る
。

販
売
開
始
当
初
か
ら
、「
高
速
道
路
利
用
者

へ
物
販
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
の
常
設
テ
ナ
ン
ト
企
業
へ
食
材
を
扱
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
ま
す
」

と
販
路
拡
大
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、「
安
心
・
安
全
や
信
頼
関
係
が
商

売
の
基
本
」
と
考
え
、「
お
客
様
が
安
心
し

て
購
入
で
き
る
よ
う
、
商
品
の
説
明
は
怠
ら

な
い
」
と
組
合
員
が
販
売
時
に
生
産
過
程
に

関
す
る
情
報
な
ど
を
直
接
伝
え
る
こ
と
に
も

こ
だ
わ
る
。

現
在
で
は
「
組
合
員
の
努
力
や
、
法
人
化

で
信
用
力
が
向
上
し
た
こ
と
も
あ
り
、
半
数

近
く
が
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
常
設
テ
ナ
ン
ト

企
業
に
食
材
を
提
供
し
て
い
ま
す
」
と
成
果

を
あ
げ
て
い
る
。

一
方
で
、「
開
催
場
所
や
出
品
品
目
の
調

整
協
議
を
、
高
速
道
路
運
営
会
社
と
出
店
の

都
度
行
っ
て
い
ま
す
」
と
組
合
の
た
め
渉
外

活
動
も
こ
な
す
。

趣
味
は
釣
り
。

「
昔
は
月
二
〜
三
回
行
き
ま
し
た
け
ど
、

今
は
忙
し
い
の
で
年
数
回
し
か
行
け
ま
せ

ん
。
船
釣
り
で
季
節
の
も
の
を
釣
り
ま
す
。

イ
カ
や
太
刀
魚
な
ど
釣
っ
た
魚
を
間
近
で
見

る
と
面
白
い
で
す
よ
」
と
笑
う
。

「
業
界
の
発
展
、
後
継
者
育
成
の
た
め
」

と
農
業
経
営
士
会
の
副
会
長
、
県
配
合
飼
料

価
格
安
定
基
金
協
会
の
理
事
長
、
農
業
法
人

協
会
の
会
長
も
務
め
上
げ
て
き
た
。

「
6
次
産
業
化
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。

良
い
案
件
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
で
す
ね
」
と
今
後
、
商
工
業
な
ど

異
分
野
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

富士の国農家直販協同組合
青木善明 理事長

農畜産業の
プロ集団が
販路拡大へ向け
法人化

組合活性化情報
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組合の動き

旧
東
海
道
二
一
番
目
の
宿
場
と
し
て

栄
え
た
岡
部
宿
（
藤
枝
市
岡
部
町
）
の

代
表
的
な
旅
籠
「
大
旅
籠
柏
屋
（
お
お

は
た
ご
・
か
し
ば
や
）」
で
、七
月
七
日
、

恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
七
夕
ま
つ
り
」
が
行

わ
れ
た
。

こ
の
七
夕
ま
つ
り
は
、
旧
東
海
道
沿

い
の
「
大
旅
籠
柏
屋
」
施
設
内
で
、
藤

枝
市
、
岡
部
宿
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、

企
業
組
合
岡
部
宿
か
し
ば
や
が
共
同

し
、
毎
年
開
催
。
七
夕
飾
り
や
短
冊
を

結
ん
だ
竹
の
周
り
で
は
、
コ
ン
サ
ー
ト

や
本
格
的
な
流
し
そ
う
め
ん
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

会
場
で
あ
る
旅
籠
施
設
は
、
江
戸
時

代
後
期
の
旅
籠
の
様
子
を
再
現
し
た
旅

籠
母
屋
を
核
に
、
中
庭
沿
い
に
は
当
時

の
土
蔵
を
活
用
し
た
貸
し
ギ
ャ
ラ
リ
ー

や
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
並
ん
で
い

る
。
組
合
が
運
営
す
る
物
産
館
で
は
、

お
茶
な
ど
地
元
の
特
産
品
や
地
元
の
女

性
ら
に
よ
る
藍
染
め
、
手
作
り
品
等
が

販
売
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
大
旅
籠
に
隣
接
す
る
本
陣
跡

地
一
帯
を
藤
枝
市
が
整
備
中
。
来
春
に

一
部
オ
ー
プ
ン
、
再
来
年
に
は
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
の
予
定
。

組
合
の
栗
田
理
事
長
は
「
七
夕
の
ほ

か
に
も
、
夏
祭
り
（
八
月
一
七
日
）、

一
五
夜
の
観
月
の
宴
、
豆
ま
き
、
雛
祭

り
な
ど
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
る
。
施
設
や
周
辺
も
整
備
さ
れ

る
の
で
、ぜ
ひ
岡
部
宿
に
来
て
ほ
し
い
」

と
語
っ
た
。

七
月
六
日
、
川
根
町
千
頭
の
南
ア
ル

プ
ス
寸
又
峡
口
で
、「
山
開
き
」
が
行

わ
れ
た
。
寸
又
峡
美
女
づ
く
り
の
湯
観

光
事
業
協
同
組
合
は
、
川
根
本
町
ま
ち

づ
く
り
観
光
協
会
と
共
催
で
山
開
き
式

と
記
念
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
開

き
、
夏
山
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
を
祝
う
と

と
も
に
、
登
山
の
安
全
や
地
域
振
興
の

発
展
を
祈
願
し
た
。

こ
の
山
開
き
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
誘
客

活
動
の
一
環
と
し
て
平
成
一
一
年
の
設

立
以
前
か
ら
寸
又
峡
美
女
づ
く
り
の
湯

観
光
事
業
協
同
組
合
が
企
画
運
営
を

行
っ
て
い
る
。

当
日
は
、
寸
又
峡
温
泉
街
の
南
ア
ル

プ
ス
山
岳
図
書
館
前
で
神
事
が
行
わ

れ
、
行
政
、
観
光
関
係
者
約
五
〇
人
が

参
加
し
た
。
同
組
合
の
望
月
孝
之
理
事

長
は
「
南
ア
ル
プ
ス
は
、
富
士
山
に
も

負
け
ず
劣
ら
ず
素
晴
ら
し
い
魅
力
を
持

つ
。
是
非
夏
山
登
山
の
素
晴
ら
し
さ
を

味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
、
十
分
な
準
備

を
し
て
安
全
な
登
山
を
し
て
ほ
し
い
。」

と
話
す
。
沢
口
山
（
一
四
二
五
㍍
）
の

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
に
は
、
県
中
部

を
中
心
に
小
学
生
か
ら
七
〇
代
ま
で

一
六
人
が
参
加
。
山
頂
を
経
由
す
る
約

六
時
間
の
コ
ー
ス
を
楽
し
ん
だ
。

「
寸
又
峡
に
は
、
南
ア
ル
プ
ス
の
深

い
山
に
囲
ま
れ
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー

ン
の
水
面
に
か
か
る
”夢
の
つ
り
橋
“

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
新
緑
や
紅
葉
の
季

節
は
、
一
際
美
し
く
な
り
、「
二
一
世

紀
に
残
し
た
い
日
本
の
自
然
百
選
」
に

選
ば
れ
る
な
ど
、
日
本
有
数
の
景
勝
地

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を

し
た
あ
と
は
、
私
ど
も
の
寸
又
峡
温
泉

を
ご
利
用
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
良

質
な
源
泉
は
、
硫
化
水
素
系
単
純
硫
黄

泉
で
、湯
上
が
り
肌
が
、
”つ
る
つ
る
“

”す
べ
す
べ
“
す
る
美
肌
に
な
る
と
お

客
様
か
ら
大
変
好
評
を
頂
い
て
い
ま

す
」
と
望
月
理
事
長
は
話
す
。

「
岡
部
宿
大
旅
籠
柏
屋
」
で
七
夕
ま
つ
り

企
業
組
合
岡
部
宿
か
し
ば
や
他

▲本格的な流しそうめん

▲盛り上がったコンサートの様子

川
根
本
町 

寸
又
峡
山
開
き川

根
本
町
ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会

寸
又
峡
美
女
づ
く
り
の
湯
観
光
事
業
協
同
組
合

▲山開き式で神事が行われる

▲寸又峡温泉「美女づくりの湯」
　組合HPより転載

12中小企業静岡 2013.8

25年08月号_本文.indd   12 13/07/23   11:10



組合活性化情報

商
品
自
体
が
欲
し
い
わ
け
で
な
く
商

品
が
も
た
ら
す
良
い
事
を
買
っ
て
い
る
。

開
発
の
事
前
準
備
と
し
て
商
品
企
画

書
を
作
成
し
、
コ
ン
セ
プ
ト
や
課
題
を

明
確
に
し
て
お
く
こ
と
」
と
事
例
を
交

え
な
が
ら
話
し
、
参
加
者
は
熱
心
に
メ

モ
を
取
っ
た
。

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、
農

商
工
連
携
や
６
次
産
業
化
、
商
品
開
発

等
の
様
々
な
切
り
口
に
よ
る
情
報
交
換

会
が
行
わ
れ
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

し
た
。

静
岡
県
食
品
産
業
協
議
会
と
静
岡
県

食
料
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
は
、
六

月
二
四
日
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
セ

ミ
ナ
ー
を
静
岡
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催

し
、
食
品
産
業
の
関
係
者
八
〇
名
が
出

席
し
た
。

当
セ
ミ
ナ
ー
は
毎
年
食
品
業
界
に
関

連
す
る
テ
ー
マ
で
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
『
食
品
業
界
売
れ
る
商
品

作
り
と
売
る
た
め
の
コ
ツ
〜
い
か
に
作

り
、
い
か
に
売
る
か
〜
』
を
テ
ー
マ
に

取
り
上
げ
た
。

食
品
小
売
業
界
に
精
通
し
セ
ミ
ナ
ー

実
績
も
豊
富
な
㈱
イ
ワ
サ
キ
経
営
の
宮

口
巧
氏
は
、
食
品
の
新
商
品
開
発
を
行

う
際
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
食
べ
た
人

が
美
味
し
い
と
感
じ
る
印
象
が
大
事
。

県
内
の
印
刷
業
務
に
携
わ
る
印
刷
業

者
一
四
一
名
で
構
成
す
る
静
岡
県
印
刷

工
業
組
合
（
西
貝
誠
一
理
事
長
）
は
、

「
メ
デ
ィ
ア
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
（
M
U
D
）
セ
ミ
ナ
ー
」
を
県
内
東
・

中
・
西
の
三
ヵ
所
で
開
催
。
中
部
地
区

は
六
月
二
七
日
、
静
岡
市
葵
区
の
静
岡

商
工
会
議
所
で
実
施
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
と
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
誰
も

が
見
や
す
い
、
分
か
り
や
す
い
デ
ザ
イ

ン
な
ど
を
考
え
る
も
の
。具
体
的
に
は
、

文
字
や
色
使
い
に
つ
い
て
色
覚
障
害
者

や
高
齢
者
、
外
国
人
な
ど
様
々
な
人
の

色
覚
に
配
慮
し
た
「
レ
イ
ア
ウ
ト
」「
文

字
や
色
の
使
い
方
」
等
様
々
な
配
慮
や

工
夫
を
加
え
た
デ
ザ
イ
ン
を
い
う
。

当
組
合
は
、「
第
七
回
メ
デ
ィ
ア
・

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
現
在
開
催
し
て
い
る
。
こ
の

中
で
M
U
D
へ
の
創
意
工
夫
が
さ
れ

た
カ
レ
ン
ダ
ー
や
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー

等
の
作
品
を
広
く
募
集
（
募
集
期
間

平
成
二
五
年
六
月
一
日
〜
九
月
三
〇

日
）。
今
年
一
〇
月
中
旬
に
審
査
を
行

い
、
一
一
月
上
旬
に
表
彰
式
を
行
う
予

定
で
あ
る
。
西
貝
理
事
長
は
「
当
組
合

で
は
、
M
U
D
の
考
え
方
を
普
及
す
る

た
め
組
合
員
に
限
定
せ
ず
、印
刷
業
界
、

デ
ザ
イ
ン
関
係
者
、
学
生
及
び
福
祉
等

に
関
心
の
あ
る
方
々
等
を
対
象
に
県
内

で
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
大
変
好
評
を

得
て
い
ま
す
。
ま
た
、
M
U
D
の
取
組

の
推
進
の
た
め
に
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
テ

ス
ト
に
参
加
し
、
出
品
頂
く
こ
と
で
、

M
U
D
の
思
想
、
精
神
を
ご
理
解
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
ご
興
味
あ
る
方

は
、
是
非
組
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
」
と
話
す
。

組
合
事
務
局

T
E
L
〇
五
四
―
二
八
六
―
五
一
七
一

▲講師の宮口氏

食
品
業
界
向
け
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

静
岡
県
食
品
産
業
協
議
会
／
静
岡
県
食
料
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会

「
メ
デ
ィ
ア
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

（
M
U
D
）」
セ
ミ
ナ
ー
開
催

静
岡
県
印
刷
工
業
組
合

▲情報交換を行う参加者

▲主催者を代表し挨拶する西貝理事長
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○募　集　代　理　店　静鉄保険サービス株式会社
　　〒420-0837　 静岡市葵区日出町8-3 静鉄日出町ビル2F
　　TEL ： 054-653-5007　FAX ： 054-653-5068

○募　集　代　理　店　 有限会社市川保険サービス
　　〒433-8112　浜松市北区初生町700-7
　　TEL ： 053-414-2237　FAX ： 053-414-2238

◎事務幹事代理店　静岡県協同振興株式会社
　　〒420-0853　静岡市葵区追手町44-1
　　TEL ： 054-251-1637　FAX ： 054-255-0673

ご連絡先

＜引受保険会社＞
三井住友海上火災保険株式会社　静岡第二支社
　〒420-0031
　静岡市葵区呉服町1-2 三井住友海上静岡ビル4F
　TEL ： 054-273-5135　FAX ： 054-273-5230

NO.96405　SA9-091020-A3N　2011.07/A3N15/B
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（大会キャッチフレーズ）　 〜つながる絆、ひろがる未来〜組合 - 絆 - ルネサンス

第65回中小企業団体全国大会
参加募集のご案内

会期／平成25年10月24日（木）
会場／滋賀県立芸術劇場「びわ湖ホール」（滋賀県大津市）

全国の中小企業団体の代表が一堂に会し、自らの決意を内外に表明するとともに、国等に対して中小企業振興施策の強
化充実を訴え、中小企業組合を中心とする連携組織を通じた中小企業の安定的な発展、豊かな社会の実現を図ることを目
的に中小企業団体全国大会が開かれます。
静岡県中央会では、今年も全国大会参加ツアーをご用意致しました。多くの皆様のご参加をお待ちしております。

☆旅行日程　10月24日（木）〜25日（金）　1泊2日
☆募集人員　40名様（定員になり次第、締め切らせていただきます）
☆旅程コンセプト　“ゆったりと秋を満喫”雄大なびわ湖と特別な京都を巡る旅
※詳細な乗車時刻につきましては、後日、参加ご希望者の皆様に改めてご連絡いたします。
※天候、交通事情等の理由により変更になることもあります。	 □■□	鉄道　=	バス

参加料金（大会参加費含む）と お問合せ先
新富士駅・三島駅・熱海駅発着 静岡駅・掛川駅発着 浜松駅発着

78,000円 76,000円 72,000円
中央会東部事務所 中央会静岡事務所 中央会西部事務所
（担当：太田　肇） （担当：大谷裕紀） （担当：住川守雄）
TEL：055-963-4511 TEL：054-254-1511 TEL：053-453-2195
FAX：055-963-8307 FAX：054-255-0673 FAX：053-453-2198

10
／
24

（木）

10
／
25

（金）

（こだま633号）　★グリーン車利用	 （大型観光バス）
熱 海 駅□■□ 三 島 駅□■□ 新 富 士 駅□■□ 静 岡 駅□■□ 掛 川 駅□■□ 浜 松 駅□■□ 米 原 駅 ＝ 彦 根IC
	7：46発	 7：58発	 8：12発	 	8：26発	 8：40発	 8：55発	 10：09着／10：25発

=〈 名 神 高 速 〉==大 津IC==『 び わ 湖 ホ ー ル 』 到 着　 ★『 第65回　 中 小 企 業 団 体 全 国 大 会 』
	 ※車中昼食	 11：40頃着	 12：30〜15：45

=宿泊先『アパホテル京都駅堀川通』=
	 17：00頃着/休憩　

=表彰伝達式・懇親会『がんこ高瀬川二条苑』=ホテル着（泊） 
	 18：20〜20：20	 （シングルルーム/ラジウム温泉大浴場付）

ホテル発（観光バス）=『泉涌寺』皇室の菩提寺として有名な御寺（みてら）“700年の眠りから覚めた楊貴妃像”
	 	 （特別拝観：御座所、庭園、海会堂）
	 8：40	 9：00〜10：00

=『東福寺』静岡ゆかりの聖一国師が開山“国宝の三門”周辺には、静岡市栃沢のお茶が植樹されており、献茶碑も設置されている！
	 （ガイド付き拝観：通天橋、開山堂）
	 10：10〜11：10

=　 国 の 登 録 有 形 文 化 財『 南 禅 寺 順 正 』　=　 臨 済 宗 妙 心 寺 派 の 大 本 山『 妙 心 寺 退 蔵 院 』=
	 （湯豆腐の昼食）	 （特別拝観：狩野元信の庭、囲いの席、抹茶）
	 11：40〜13：00	 13：30〜15：00

=15：30頃京都駅にて解散（ご指定の駅までの新幹線自由席チケットをお渡しします。2日間有効）
（参考）こだま670号
 京 都 駅 □ ■ □ 浜 松 駅 □ ■ □ 掛 川 駅 □ ■ □ 静 岡 駅 □ ■ □ 新 富 士 駅 □ ■ □ 三 島 駅 □ ■ □ 熱 海 駅
	 16：09発	 17：52	 18：03	 18：17	 18：36	 18：50	 18：58

びわ湖ホール

京都の風情たっぷりな庭苑と大屋敷で
ゆっくり美味しい料理を堪能！
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（平成25年6月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

業界の声 対象17業種より抜粋

■製造業
・�夏の電気需要と再生エネルギー負担増等電気料金の値上
がりが大きな負担。経済、消費動向など先行きが不安であ
る。（水産食料品）
・�操業日数は上向きだが、残業をするほど戻ってはいない。
先月同様、原材料等の値上がりにより採算が取れない。合
理化を進めている。（織物業）
・�多少の動きはあったものの、前年比20％の減。原材料の値
上げに対し売価は上げられず、厳しい状況。（仏壇）
・�ティッシュの価格修正は進んでいるようだが、トイレ紙
についてはなかなか価格上昇は進んでいない。（パルプ・
紙・紙加工品）
・�選挙関連で売上げが増加した企業が１社あるが、その他
の企業は軒並み減少傾向。収益状況、業界の景況も大幅な
悪化。（印刷）
・�発注条件がリサイクル材使用を限定するものが多く、新
材砕石は売上高減少。幹線道路等は新材を使用するなど、
骨材の選定設計を要望したい。（セメント・同製品）
・�アベノミクス効果で経済も回復といわれるが、国内中小企
業の仕事量は低迷したまま。売上、収益とも厳しい状態で、
賃金の増加など全く期待できない状況。（生産用機械器具）
・�国内自動車生産は前年上期まで続いたエコカー補助金終
了の反動があり、組合員企業の生産においても若干減少
が見られる。（輸送用機械器具）

・�景気の持ち直し感はほとんどない。僅かな受注も価格の引
き下げを要求された業者もいる。原材料の値上げとの二重
の苦しみ。先の見通しも立たず、不安感が強い。（漆器）

■非製造業
・�本年度の県内セメント需要は大型案件が少なく、前年実
績を大幅に下回る。（セメント卸）
・�湿気や暑さを感じるようになった。エアコン、扇風機など
夏季製品の動きが目立つ。冷夏でないことを祈る。（家電
小売）
・�企業の賞与時期もあり、売上げは増加した。ただし、商店
街の人通りはいま一つ。（商店街）
・�消使用可能な自動車が景気回復により新車に代替えされ
ているようで、仕事が入ってこない。（自動車整備）
・�個人住宅関連が堅調。公共工事予算も増額傾向だが、地方
自治体によっては予算が30％超減少しているところもあ
り、地域間のバラツキが発生している。（総合工事）
・�材料の値上がりがあった。あわせて工事案件がなく、売上
げ苦戦。（設備工事）
・�昨年は新東名の開通や大型イベントの復活等で景況感は
改善傾向にあったが、今年は荷動きが昨年より低調で景
況感は悪い。（道路貨物運送）
・�円安で自動車製造関連が上向きのためか、収益状況、雇用
人員が増加した組合員がいたが、業界全体としては相変わ
らず経営環境が厳しい状況に変わりない。（道路貨物運送）

〜組合活性化に向けた事務局代表者の役割について〜

平成25年度組合事務局代表者会議のご案内
日　　時	 平成25年9月17日（火）　15：00〜
　　[第1部]	 講	演	会（15：00〜16：20）
	 講　師：中小企業診断士　清水　透	氏
	 テーマ	：「組合員ニーズを上手に汲み上げる組合運営のコツ」
	 　　　　	清水氏より組合活性化に向けた事務局の役割や、組合執行部、事務局と組合員

との意識ギャップを埋めるための方策などについてご説明頂きます。
　　［第2部］	 意見交換会等（16：20〜17：00）
	 	出席者からの事前アンケートをもとに講師、会場交えた意見交換などを行う予定

です。
　　［第3部］	 交	流	会（17：10〜18：30）
会　　場	 クーポール会館（静岡市葵区紺屋町2-2　TEL：054-254-0251）
参	加	費	 お一人7,000円（＊講演会、意見交換会のみご参加の方はお一人1,000円）

主　　催	 静岡県中小企業団体中央会

共　　催	 静岡県中小企業団体職員協会　静岡県中小企業組合士会

お問合せ	 中央会　経営支援課（担当：関本・能登・伊藤）TEL：054-254-1511

16中小企業静岡 2013.8

25年08月号_本文.indd   16 13/07/30   14:41
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〇６月の前年同月比のDI値は、前月と比べ「在庫数量」｢資金繰り」｢雇用人員」｢業界の景況」の４項目が改善。
　製造業は、前月との比較で「在庫数量」のみ改善。「取引条件」｢雇用人員」が同値となった。
　 非製造業では、「売上高」｢販売価格」｢収益状況」｢資金繰り」｢雇用人員」｢業界の景況」の６項目において

改善した。
〇 中小企業の景況は、引き続き円安による燃料、原材料価格の上昇からコストへの影響が大きい。製造業・非

製造業の別では、非製造業にて改善傾向。建設業において、個人住宅関連を中心に売上高等にて伸び。一方で、
資材の値上がりも見られ楽観視できない。全般的には政策による景気持ち直し感を実感する声は少なく、仕
事量ほか収益確保に苦慮する状況が見られる。引き続き、今後の動向に注視する必要がある。

概　況

「業界の景況」のほか「資金繰り」「雇用人員」が改善
～中小企業においては円安による好影響は少なく、原材料・燃料費等の負担が増加～

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H25.06 －27.6 －18.0 －9.2 －15.0 －35.6 －18.4 －41.1 －10.3 －29.9 

DI値

H25.05 －27.6 －14.8 －4.6 －13.8 －33.3 －19.5 －33.3 －11.5 －33.4

H25.5→H25.6 ±0→ －3.2↓ －4.6↓ －1.2↓ －2.3↓ 1.1↑ －7.8↓ 1.2↑ 3.5↑

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。
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主要三指標DI値推移（過去10年間）
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障害者雇用促進セミナー＆見学会
参加企業募集

障害者雇用を考えている事業主の皆様を対象にセ
ミナーを開催します。障害者雇用を進める際の不安や
悩みを解消していただくため、雇用の進め方のポイン
トをセミナー形式でお伝えするほか、実際に障害のあ
る方が働いている現場の見学も行います。

参加は無料です。是非、ご参加ください。

●実施内容

日 時

平成25年8月29日（木）
午前9時00分〜12時00分
（�受付は午前8時30分から。集合場所は
下記セミナー会場の建物裏です。詳細
はHPでご確認ください。）

セミナー
会 　 場

静岡県男女共同参画センター
あざれあ�4階第2会議室
（静岡市駿河区馬渕1丁目17-1）

見 学 先

就労継続支援A型事業所「オリーブ」
（静岡市葵区千代田4-2-21）
※�見学先まではマイクロバスでご案内
します。

定 　 員 15名程度（定員になり次第締切り）

●見学先のご案内
障害のある方が一般就労に向けて、訓練を受けな

がら働いている事業所です。
古着販売の接客やレジ操作、パソコンでのネット

販売等の作業を行い必要なスキルを伸ばせるよう支
援しています。

●申込み方法
下記ホームページの申込みフォームから申込みをし

てください。

●お問い合せ
静岡県経済産業部就業支援局雇用推進課
TEL：054-221-2573　FAX：054-271-1979
HP：http://ssso.jp/

組合の皆様へ
出前講座実施組合を募集します！

静岡県中小企業団体中央会では、組合が実施する
会合や研修会等の場を活用し、組合員企業に対して、
次世代育成支援対策推進法に基づく｢一般事業主行動
計画」※1や一般事業主行動計画に際して利用できる
助成金について説明を行う｢出前講座」の実施組合を
募集しています。（講師は社会保険労務士、時間は20
分前後、開催日時は組合の都合に合わせます）ご希
望の組合は下記にお問い合せください。
※1�｢一般事業主行動計画」とは、それぞれの企業が、労働者
の仕事と子育ての両立を図るための雇用環境の整備や子育
てをしていない労働者も含めた多様な労働条件の整備等に
取り組むにあたり、①計画期間、②目標、③目標達成のた
めの対策及び実施時期を定めるものです。平成23年4月1
日以降、従業員数が101人以上の企業は義務化されており、
100人以下の企業の｢一般事業主行動計画」策定については
努力義務となっております。

●�｢一般事業主行動計画」の策定や就業規則の改定、
両立支援制度の導入等に関して、個別の相談に対
応するため、アドバイザー（社会保険労務士）に
よる個別の説明・相談（無料）も実施しています。
●お問い合せ・お申し込み

静岡県中小企業団体中央会　労働対策課　菊池
〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1
TEL：054-254-1511　FAX：054-255-0673
お申込必要事項　�組合名・ご担当者（役職・氏名）

郵便番号・住所・TEL ／ FAX
ワーク・ライフ・バランスに係る助成金

ワーク・ライフ・バランスに関する労働局の助成金の申請にあ
たっては、一般事業主行動計画の策定、届出が条件となってい
ます。

1.中小企業両立支援助成金
①代替要員確保コース ※1
②休業中能力アップコース ※1
③継続就業支援コース ※2
④期間雇用者継続就業支援コース ※1
※1（対象：従業員300人以下の事業所）
※2（対象：従業員100人以下の事業所）
2.子育て期短時間勤務支援助成金
3.事業所内保育施設設置・運営等支援助成金
●お問い合せ

静岡労働局雇用均等室　TEL：054-252-5310
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平成25年
法人土地・建物基本調査実施について

土地基本調査は、法人の土地及び建物の所有及
び利用の状況等に関する実態を全国及び地域別に
明らかにすることにより、総合的な土地政策のた
めに必要な基礎資料を得ることを目的とした統計
調査で、平成５年より開始され、以降、５年毎に
実施されてきました。
平成25年においては、従前の土地基本調査（法

人土地基本調査・法人建物調査）を統合した基幹
統計調査「平成25年法人土地・建物基本調査」と
して実施することとしています。
なお、本調査は統計法に基づく国の重要な統計
調査（基幹統計調査）として行われるもので、報
告義務を伴う一方、秘密の保持にも罰則を伴う厳
格な規定が設けられています。

●調査の概要

①目 的 等
法人の土地や建物の所有・利用状況等を明らか
にし、土地に関する諸施策推進のための基礎的
な情報の収集・整備を図るため、5年周期で国土
交通省及び都道府県が実施

②調査事項 法人の所有する土地・建物の所在地、面積、利用
状況等

③調査期間 平成25年7月〜9月（提出期限は9月13日）

④調査対象 無作為で抽出した全国約49万法人
静岡県内の調査対象法人は約1万2千法人

⑤調査方法 調査対象法人に調査票を送付し、これを回収す
る方法による。

⑥提 出 先

原則として、法人の種類により提出先が異なる。
① 会社法人（株式会社、有限会社など）は、国土交
通省

② 会社法人以外の法人（社会福祉法人、学校法
人、宗教法人、公益法人、医療法人、NPO、協同
組合など）は、静岡県

●これまでの調査の情報・統計表の入手方法
国土交通省　土地総合情報ライブラリー

土地基本調査　　検査
●お問い合せ

静岡県交通基盤部　都市局土地対策課
TEL：054-221-3371　FAX：054-221-3385

病気にならないメンタルヘルス対策と
コミュニケーション講座

心の健康アシスト企業組合主催
講師：トラスト生涯学習センター所長　清水英之
（元静岡英和学院大学教授、シニア産業カウンセラー）

講師メッセージ：
今年になり私の友人が58歳という若さで病死し

ました。また、ここ三年の間で、61歳と63歳の先
輩や職場の同僚を病気で亡くしました。
なぜこんなに早く人は亡くなってしまうのでしょ

うか。私たちは働いてお金を稼がなければ生きて
いけません。しかし、私たちが働く職場はストレ
スに溢れています。そのような状況にあって、多
くの病気の原因がストレスだともいわれています。
職場や家庭で何気なく我慢しているストレスが
予期せぬ病気の原因になるのです。本講座では、
心と体が受けるストレスと病気の関連を理解し、
自己主張や傾聴といったコミュニケーション技術
を学びます。自立神経失調症の正しい理解に努め、
コミュニケーションという癒しによって薬いらず医
者いらずのストレス対策を身につけましょう。
私たちは死ぬために生まれてきたのではありませ

ん。今、中小企業は厳しい経営状況のなかで必死に
努力を続けています。私たちは、健康を維持する知
恵を身につけて明るく働き生きていきましょう。

開催日 8月24日（土）
時　間 9時50分〜11時50分

会　場
静岡県産業経済会館　第2会議室
〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1
TEL：054-273-4330

受講料 3,000円（当日お支払いください）
定　員 30名
申込み トラスト生涯学習センター

〒422-8067 静岡市駿河区南町５-３ ヴィラフィオレ305
TEL&FAX：054-287-6611
E-mail：hshimizu@tranzas.ne.jp
※�ご住所・電話番号・ご氏名をご記入のうえFAXまたはE-mail
でお申込みください。
　なお、定員になり次第申込みを締め切らせていただきます。
主催：心の健康アシスト企業組合
〒410-0801 沼津市大手町２-７-４ イズヤハイツII１F
TEL&FAX：055-954-3601
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静岡県就業支援局からのお知らせ

第2回就職応援フェア参加企業募集
静岡県・静岡労働局・ハローワークでは、一般求職者（学生・生徒を除く）を対象とした県内企業
との就職面接会を下記のとおり開催します。
参加は無料です。多くの企業の皆様の参加をお待ちしております。

開催日時・会場（受付は11時30分〜）
地　区 日　　時 会　　場

中　部 9月  5日（木）
13：00〜16：00 グランシップ10階　会議室（静岡市駿河区池田79-4）

西　部 9月11日（水）
13：00〜16：00 アクトシティ浜松　展示イベントホール（浜松市中区中央3-12-1）

東　部 9月18日（水）
13：00〜16：00 キラメッセぬまづ　多目的ホール（沼津市大手町1-1-4）

☆参加対象企業	 県内に就業場所があり、ハローワークに求人票（正社員求人）を提出済みであること
☆申込方法	 下記ホームページから参加申込書をダウンロードし、メール又はFAXにて提出
☆申込期限	 中部：8月20日（火）まで、西部・東部：8月28日（水）まで

あなたの “好き” を応援します
〜テクノカレッジ若年者コース入校生募集のお知らせ〜

県立技術専門校（愛称 “テクノカレッジ”）は、静岡県が設置する公共職業能力開発施設です。
おおむね30歳以下の方を対象にした若年者コースでは、平成26年度入校生を募集（第1期・一般）
します。高い就職率（例年ほぼ100%）、資格の取得、安い授業料（年間118,800円）、充実の設備
など、魅力あふれるテクノカレッジへの入校をお待ちしています！！

募集校 科　　名 定員 訓練
期間

募集期間
（第1期・一般） 選考日 検定料

沼　津 機械技術、電子技術
情報技術

各科
20名

2年 8月19日（月）
〜9月11日（水） 	 9月20日（金）

2,200円清　水 機械技術、電気技術
設備技術 2年 9月17日（火）

〜10月	 4日（金） 10月11日（金）

浜　松 機械技術、建築 1年 8月19日（月）
〜9月	 6日（金） 	 9月13日（金）

●応募資格	 おおむね30歳以下で、技術技能を身につけて就職する意欲のある方
●応募手続き　平成26年3月高校卒業見込の方：在学校経由またはテクノカレッジ
	 それ以外の方：住所地を管轄するハローワーク

【お問い合わせ先】  静岡県経済産業部就業支援局雇用推進課
  TEL：054-221-2573　FAX：054-271-1979
  H P：http://www.koyou.pref.shizuoka.jp

【お問い合わせ先】
沼津テクノカレッジ  TEL：055-925-1071  FAX：055-925-1115  HP http://www.numazu-vtc.ac.jp
清水テクノカレッジ  TEL：054-345-2032  FAX：054-345-2921  HP http://www.shimizu-tc.ac.jp
浜松テクノカレッジ  TEL：053-462-5602  FAX：053-462-5604  HP http://www.hamamatsu-tech.ac.jp

設　立／昭和59年2月6日
T E L ／053-984-0176
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設　立／昭和59年2月6日
T E L ／053-984-0176
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し
、
組

合
ス
タ
ッ
フ
が
、
自
分
た
ち
の
目
で
選

ん
だ
木
を
切
り
出
す
。

組
合
で
は
、「
葉
枯
ら
し
」
と
呼
ば

れ
る
方
法
で
自
然
乾
燥
さ
せ
た
丸
太
を

使
用
す
る
こ
と
で
、
湿
度
を
一
定
に

保
っ
た
快
適
な
住
空
間
を
演
出
す
る
。

耐
震
性
に
優
れ
「
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候

群
と
も
無
縁
」。（
組
合
ス
タ
ッ
フ
）
地

元
材
だ
け
を
使
用
す
る
た
め
、
環
境
に

も
や
さ
し
い
。

設
立
当
初
は
、
別
荘
や
公
園
管
理
棟

等
の
公
共
施
設
の
注
文
が
大
半
だ
っ
た

が
、
現
在
は
自
然
志
向
、
健
康
志
向
の

高
ま
り
を
背
景
に
三
十
代
、
四
十
代
の

夫
婦
に
よ
る
個
人
一
般
住
宅
の
注
文
が

ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
一
年
中
、
木
の
香
り
、

や
す
ら
ぎ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

浜
松
市
春
野
町
で
木
材
加
工
業
を
営

む
七
名
に
よ
り
、
国
の
林
産
集
落
振
興

事
業
を
利
用
し
、
林
業
振
興
・
活
性
化

を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
の
が
当
組
合
で

あ
る
。

主
な
事
業
は
、
天
竜
川
水
系
で
育
っ

た
樹
齢
六
〇
年
以
上
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

を
使
用
し
、
春
野
地
域
の
熟
練
の
大
工

ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の

施
工
・
販
売
で
あ
る
。
日
本
建
築
の
要

素
を
取
り
入
れ
た
独
自
の
技
術
で
作
る

純
国
産
ロ
グ
ハ
ウ
ス
。
施
主
は
、
素

材
選
び
や
間
取
り
な
ど
に
つ
い
て
組
合

ス
タ
ッ
フ
と
相
談
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
自

由
に
プ
ラ
ン
を
立
て
る
。
一
棟
に
つ
き

二
〇
〇
か
ら
三
〇
〇
本
の
木
が
積
み
上

げ
ら
れ
、
美
し
い
木
肌
の
変
化
を
年
々

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
組
合
は
土
地
の

検
証
か
ら
設
計
、
施
工
ま
で
一
括
し
て

請
け
負
う
。

進
藤
博
行
理
事
は
「
現
在
日
本
で
建

ほ
と
ん
ど
に
な
っ
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ
せ
、
こ
れ

ま
で
に
建
設
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
こ
だ
わ

り
住
宅
や
施
主
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど

を
掲
載
し
て
い
る
。
県
内
を
中
心
に
近

隣
県
に
も
施
工
に
出
向
く
な
ど
、
愛
知

県
や
神
奈
川
県
、
長
野
県
な
ど
に
も
施

工
実
績
を
も
つ
。
施
主
か
ら
は
、「
雨
の

日
で
も
室
内
は
さ
ら
っ
と
し
て
い
る
」

「
冬
で
も
暖
か
い
の
は
感
激
し
て
い
ま

す
」「
建
て
て
か
ら
ま
す
ま
す
木
の
良
さ

が
で
て
き
ま
す
」
と
い
っ
た
喜
び
の
感

想
が
組
合
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
自
由
設
計
で

施
主
様
と
話
を
進
め
ま
す
。
完
成
ま
で

に
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
施
主

様
の
希
望
に
合
う
夢
の
家
を
提
供
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
素
材
、
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
、
技
術
に
こ
だ
わ
り
、
春
野
の
木
材

を
使
用
し
た
最
高
級
の
国
産
ロ
グ
ハ
ウ

ス
を
提
供
し
て
い
き
た
く
思
い
ま
す
」

と
進
藤
理
事
は
の
べ
る
。

住　所／〒437-0601
 浜松市天竜区春野町川上660-1
理事長／西野栄男
組合員／7人

設　立／昭和59年2月6日
T E L ／053-984-0176

設
立
以
来

国
産
ロ
グ
ハ
ウ
ス
づ
く
り

一
筋
に
事
業
展
開

春
野
木
材
加
工
協
業
組
合

▲完成したログハウス

▲ 組合内の集木場で木の選別をする組合スタッフ

▲ 完成間近のログハウス内で施主に
　説明する進藤理事

組合活性化情報

国
産
ロ
グ
ハ
ウ
ス
づ
く
り
の

パ
イ
オ
ニ
ア

組
合
独
自
の
製
法
で

ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
良
さ
を
出
す
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	 皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）

静岡駅 浜松駅

沼津駅

北口国道１号
松坂屋●

アクトシティ北口 ●

パレス浜松

宝くじますみ
質屋 秀英予備校

ホテルクラウン
●

●
●

県浜松総合庁舎 文化
芸術大学

●

●

●

●

県庁

ガード

新中町ビル
中央会

中央会

中央会

日赤

●

●●
静銀●

●

●

●●

●●

中央署●

市役所●
御
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り

宝
塚
ビ
ル

ス
ル
ガ
銀
行

袴
田
会
計

　事
務
所

　高
砂
殿

歩
道
橋

仲
見
世
商
店
街

ア
ー
ケ
ー
ド

名
店
街

大
手
町
商
店
街

U
F
J銀行

旧 国 道１号
コイン
ランドリー

静銀不動産ビル

南口

静岡事務所 東部事務所 西部事務所

読者プラザお 知 ら せ

皆様はじめまして、中部青年中央会所属の中野
剛一と申します。日頃、照れくさくて言えない気持
ちを、この場を借りて書かさせていただきます。
世間知らずで無知な自分が所属組合からの出向
で青中の活動に携わらせていただき一年が過ぎま
した。
素晴らしい活動内容とともに、驚かされる事ば
かりで…、全員の考えを引き出して進む会議、笑顔
が絶えないけれど真面目な研修会、愉快な懇親会
の最中でも忘れない礼儀作法など、当たり前の事
が当たり前でなかった私にとっては全ての活動が
新しい発見と勉強の場になっています。
自分を磨く掛け替えのない場、機会を与えてく
れた組合、そしてこんな自分を暖かく迎えて、学ば
せてくれている青中メンバーの皆様、本当にあり
がとうございます。
こんな私ですが、これからもご指導ご鞭撻の程、
宜しくお願いいたします。

皆に感謝！
静岡県中部青年中央会

中野剛一
㈲中野鉄工所
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